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　休み時間は友だちと授業の振り返りや、ＳＮＳ（交
しゅ み も

流サイト）、趣味などについて、おしゃべりをして盛
ゆう き

り上がります。でも、結城一高の休み時間はちょっと
ちが

他の学校とは違います。

　クラスの３分の１ぐらいは外国人生徒です。休み時間になると英語は

もちろん、ウルドゥー語やスペイン語などたくさんの母国語による会話
とく

が聞こえます。ある時は英語が苦手な日本人の生徒に外国人の生徒が得
い

意な英語を教え、またある時は日本人の生徒が外国人の生徒に日本語や
ち いき たが とく い の

地域の決まりごとを教えるなど、お互いの得意な点を伸ばし、苦手な点
こくふく にちじょうてき

を克服する活動が日常的に行われています。学校生活のふとした中で多
か ち かん はか じゅぎょう い

様な価値観の交流を図ることで、授業だけでは学ぶことができない、異
ぶん か

文化を身近で体験することができます。 　（１年　カトリクリス）

ハンドレベルによる測量の練習

ゆう き こうずい き けんせい

　結城一高では、洪水の危険性について調べるため、
ちょうさ

��年度から学校周辺の地形を調査しています。メン
きょうみ

バーは生徒会と、この活動に興味のある３年生です。
し どう ふじひらしゅういちろう

指導をしてくださっているのは地学の藤平秀一郎先生です。
ゆう き だん そんざい

　結城の地形は、台地と低地の２段になっており、低地には川が存在し
しんすい か のうせい

ます。低地は大雨の時に浸水する可能性があることに気が付きました。
くわ ぶん ぷ わたし

地形図では台地と低地の詳しい分布が読み取れないため、私たちは野外
ちょうさ

調査で調べることにしました。
ちょうさ そうりつ じきょうさい

　調査の成果と課題を創立１２５周年記念式典や自彊祭（文化祭）で発表
そくりょう

しました。今後は、ハンドレベルという道具を用いて地形の測量を行
こうずい よ そく せい ど きんりん れんけい

い、洪水予測の精度を上げる予定です。さらに、近隣の高校と連携し、
こうはん い こうずい き けんせい たかはしけいすけ

より広範囲の洪水の危険性を究明したいです。 　（３年　�橋圭介）

◆校　長　堤　祐二

◆生徒数　２５８人

◆創　立　��年

◆住　所　結城市結城��

本館前の庭園内にある石碑

ゆう き こ れき し でんとう

　結城一高は１２５年を超える歴史と伝統があります。
そうりつ

��年�月�日には生徒会が中心となり「創立１２５周

年記念式典」を挙行しました。当日の司会は多くのご
らいひん きんちょう

来賓を前にしての進行でしたので、大変緊張したこと
けいけん せんぱい

を思い出します。とてもよい経験ができました。先輩
かんしゃ わたし すえなが れき し でん

方に感謝いたしますことと、私たちも末永く歴史と伝
とう ほこ ち いき かつやく

統を誇りに地域で活躍してまいります。　
ゆう き れき し せき ひ しょうかい けいようとう

　結城一高の歴史的な石碑等をいくつかご紹介します。国旗掲揚塔は第
おく

�回卒業生からの贈りものです。��年３月のことです。次に本館前の
げんざい じょうこうでん か たんじょう つく

庭園です。現在の上皇殿下ご誕生を記念して造られたようです。そし
せき ひ こんりゅう じゅれい

て、同年�月に庭園の中に石碑が建立されました。ほかにも、樹齢１００
こ れき し

年を超えるともいわれる木々や歴史的な書物などが残されております。
れき し かん おおはし み ほ

学校が歴史館のようです。 （３年　大橋未歩）
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ゆう き たんきゅう

　結城一高には特色ある三つの探究活動

があります。

　一つ目は「自分を知る・他者を知る・
しょうらい

将来を考えるプロジェクト」。インター

ンシップや人間関係づくり体験を通じ
のうりょく

て、コミュニケーション能力を高め、自
しょくぎょうかん きんろうかん じょうせい

分を見つめ、望ましい職業観や勤労観を醸成します。
れき し でんとう ち いき

　二つ目は「歴史を学ぶ・伝統を学ぶ・地域を考えるプ
ゆう き

ロジェクト」。��年から続くつむぎ教室、結城の古い

まち な さんさく れき し たんきゅう きょう

街並みを散策しながら学ぶ歴史探究等の活動の中で、郷
ど

土を愛する心を育みます。

　三つ目は「日本や外国の文化、風土等を考えるプロジ
じゅぎょう

ェクト」。３年生の英語の授業を中心に、自国や他国の
れき し

歴史、産業などを活動に取り入れ、英語力はもちろん、
ひょうげん

より高い考える力や表現する力を養います。

　この活動により、外国人の生徒と日本人の生徒がとも
みりょくてき

に学び深められる魅力的な学校です。　
はら ま り あ

（３年　原麻里亜）
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